
【R7】 【R8】 【R9】 【R7】 【R8】 【R9】

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

7
自転車乗車用ヘル
メット購入費補助
金

1,000 1,000
廃
止

申請実績がわずかで
あることから，廃止
する。

1,000 1,000 1,000

一
部
見
直
し

ヘルメットの着用を
習慣化する事を目的
として，18歳以下に
限定して補助金を継
続するとともに，普
及啓発を強化し，着
用率の向上を図る。

600 600 600

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

課 7
自動車急発進防止
装置整備費補助金

500 500
廃
止

一定の成果が得られ
たことから廃止す
る。

500 500 500
廃
止

物価高騰による影響
を考慮して，令和7
年度に限り財源を確
保して実施するが，
令和7年度末をもっ
て廃止する。

0 500 500

子
育
て
支
援
課

20
若い世代の子育て
意識啓発事業

39 39
廃
止

各高校に委ねること
とし，廃止する。

39 39 39

一
部
見
直
し

実施内容を見直し，
費用をかけずに啓発
活動を継続する。

39 39 39

地
域
福
祉
課

24
ピアサロン運営事
業（自発的活動支
援）

2,099 997

一
部
見
直
し

事業内容の見直しに
より，事業費を1/2
に削減し，継続す
る。

498 498 498

一
部
見
直
し

開設日数の見直し等
により，事業費を削
減して継続する。

217 217 217

事業費
うち一般
財源

見直
し案

見直し内容
見直
し

見直し内容

笠岡市財政健全化プラン（素案）からの修正箇所 対照表
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地
域
福
祉
課

25
手話奉仕員養成事
業

563 268

一
部
見
直
し

参加率等を加味し，
実施回数の見直し等
により事業費を1/2
に削減して継続す
る。

134 134 134

一
部
見
直
し

実施回数は維持し，
参加者負担額の見直
し等により事業費を
削減して継続する。

100 100 100

地
域
福
祉
課

27
障害者等就労奨励
補助金

7,189 7,189
廃
止

３か年で段階的に廃
止する。

2,400 4,800 7,189

一
部
見
直
し

単価を1/2にして継
続するが，より効果
的な事業となるよ
う，制度自体の再検
討も行う。

3,594 3,594 3,594

地
域
福
祉
課

27
島しょ部障害福祉
サービス事業補助
金

58 58
継
続

現行のとおり継続す
る。

0 0 0
継
続

運営方法等について
社会福祉協議会と協
議を行い，適切な赤
字補填により継続す
る。

0 0 0

地
域
福
祉
課

27
喀痰吸引等研修支
援事業助成金

20 20
廃
止

当初の事業終期どお
り，令和６年度を
もって廃止する。

20 20 20

一
部
見
直
し

終期を１年延長し，
申請基準の見直しや
制度の再検討を行
う。

0 20 20

地
域
福
祉
課

28
障がい者集いの場
管理運営委託料

4,940 4,940
廃
止

民間団体に委ねるこ
ととし，令和7年度
末で廃止する。

0 4,940 4,940
廃
止

民間団体に委ねるこ
ととし，令和6年度
末で廃止する。

4,940 4,940 4,940
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地
域
福
祉
課

28
心身障害者バス交
通費助成事業委託
料

3,800 2,850

一
部
見
直
し

地方バス路線維持補
助金に統合して継続
する。

2,850 2,850 2,850
継
続

地方バス路線維持補
助金への統合ができ
ないことが判明した
ことから，現行のと
おり継続する。

0 0 0

長
寿
支
援
課

30
社会福祉協議会補
助金

7,000 7,000
廃
止

補助基準が明確では
ないため廃止とする
が，委託事業につい
ては適切な積算によ
り継続する。

7,000 7,000 7,000

一
部
見
直
し

当面補助金額は1/2
とするが，引き続き
社会福祉協議会と協
議を行い，令和7年
度中に適切な補助額
を算定して継続す
る。

3,500 3,500 3,500

長
寿
支
援
課

31
ささえあい活動助
成事業補助金

8,498 8,498

一
部
見
直
し

原則のとおり，事業
費を1/2に削減する
とともに，重層的支
援体制整備事業とし
て財源を確保して継
続する。

4,249 4,249 4,249

一
部
見
直
し

当面補助金額は1/2
とするが，引き続き
対象事業者と協議を
行い，令和7年度中
に適切な補助額を算
定し，重層的支援体
制整備事業として財
源を確保して継続す
る。

4,249 4,249 4,249

長
寿
支
援
課

31
島しょ部介護サー
ビス事業補助金

6,732 6,732
継
続

現行のとおり継続す
る。

0 0 0
継
続

運営方法等について
社会福祉協議会と協
議を行い，適切な赤
字補填により継続す
る。

0 0 0
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健
康
推
進
課

35 健康ポイント事業 12,550 0
廃
止

一定の成果が得られ
たことから，廃止す
る。

0 0 0
廃
止

健康増進事業には民
間を含め様々なサー
ビスがあること，ま
た国保加入者以外の
利用者が増えたこと
で特別会計（国保）
内での実施に疑義が
生じる恐れがあるこ
とから，廃止する。

0 0 0

農
政
水
産
課

39
漁船安全操業対策
事業補助金

2,943 2,943

一
部
見
直
し

他市と同水準に補助
率を見直して継続す
る。

1,177 1,177 1,177

一
部
見
直
し

県内平均程度に補助
率を見直して継続す
る。

588 588 588

学
校
教
育
課

50
ヘルメット購入補
助金

400 400
廃
止

ヘルメット着用が努
力義務化され，中学
校入学時の補助の必
要性が低下したた
め，廃止する。

400 400 400
廃
止

他の事業に統合する
こととし，廃止す
る。

400 400 400
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ス
ポ
ー

ツ
推
進

課 56
市民スポーツ振興
事業委託料

3,283 3,283

一
部
見
直
し

カブトガニ駅伝は廃
止とし，他の事業に
ついても内容の見直
しにより事業費を削
減し，継続する。

270 270 270

一
部
見
直
し

内容の見直しにより
事業費を削減し，継
続する。

270 270 270

230,611 245,675 249,465 228,571 236,815 238,216

-2,040 -8,860 -11,249

うち主なイベント事業一覧

見直
し案

見直
し

59 12月
廃
止

一
部
見
直
し

ページ
開催
時期

内容
見直し内容 見直し内容

カブトガニ駅伝大会 類似目的のイベント事業があることから廃止する。
実施方法の検討を行い，事業費を見直し，継続す
る。

①修正前（素案）
　ソフト事業見直し効果額合計

②修正後
　ソフト事業見直し
　効果額合計

修正前（素案）と修正後の差額（②-①）

修正前（素案） 修正後
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